
運 用 指 針 

地元協議によるのり面対策工の見直し  

 

（道東自動車道 占冠IC～トマムIC） 

第２条①－イ 地権者、関係機関などへの提案及び協議 

会社の経営努力による費用の縮減内容について 資料ー2 

シムカップ 



当初計画 経営努力による変更 

グランドアンカー等の 

のり面対策工を実施する計画 

・コスト縮減のため、切土勾配を緩くし用地外の土

地の形状を変更することでのり面対策工を回避

することを検討。 

・当初買収も困難を極めた地権者と粘り強く協議

することで、追加買収することなく形状変更の了

解を得る。 

土地の追加買収を行わずに 

のり面を緩くし、対策工の範囲を縮小 
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当初計画断面図 

・クテクンナイ地区は、破砕帯や粘土化した凝

灰岩層が分布し土砂崩れ等が懸念される地

区 

・大規模なのり面安定対策が必要であったため、

グランドアンカー等によるのり面対策を計画 

のり面を緩くした断面図 

用地境界 

土地の 

形状変更 

対策工の減少 勾配1：1.5→1：2.3 

のり面を緩く 
用地境界 

グランドアンカー ロックボルト 



道東自動車道 占冠ＩＣ～トマムＩＣ間の路線概要 
・道東自動車道は、道央圏と道東圏を結ぶ北海道横断自動車道の一部を担う高速自動車国道で全長
約２６０ｋｍ 

・道東自動車道 占冠～トマム間（延長約２６ｋｍ）は平成２１年１０月２４日に開通し、日勝峠回避ルート
として重要な役割 
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道東自動車道 占冠ＩＣ～トマムＩＣ位置図 
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STA768+00～ 768+60切 土の り面対 策工 工法 比 較検 討

工 法 案1　グランドアン カーおよ びロックボル ト+受圧 板 案2　排土 工＋ ロ ックボル ト＋ 独立 受 圧板

概要 図

工法 概要
　当初 計 画形 状が 可能 なよ うに、本 線切 土の り面 をグラン ドアンカー及 び切土 補強 土 工と受 圧板 を使 い押 さ
え る工 法である 。

の り面 の安 定を 確保 できる よう 、本 線切 土の り面 の すべ り土塊 を除 去しの り面 勾配 を緩 和する 工法 である。
（のり面 勾配 　1:1.2　→ 　1:2.3に変 更）

メリット
・用 地内 での 対策 が可 能 である 。
・当 初計 画断 面 で施工 が 可能 である 。

・経済 性 に優 れて いる 。
・工事 時 間の 短縮 が出 来 る。
・土工 事 のみ ので ある ため、施工 性が 良 く、直 ちに施工 が 可能 である。

デメ リット
・工 程的 に時 間 が掛 かり、工 費も経 済性 に劣 る。 ・用地 外 施工 があるた め、地 権 者の 了承 が必 要 である 。

・道路 掘 削が 増え るの で、残 土 処理 が発 生する 。

概 算工 事費

評 価
△

（当 初計 画形 状 通り施工 出来 るが 、経済 性に劣る ）
○

（経 済性 に優 れ 、工 事期 間の 短 縮が 図れ る）

用地外施工箇

所

項目 数量 単位 単価 金額 摘要

道路掘削
　土砂

3,344 m3 420 1,404,480

道路掘削
　土砂（表土）

126 m3 690 86,940

種散布工
　種散布工

1,737 m2 180 312,660

切土補強土工
　D19　(L=3.5m) 100 本 13,200 1,320,000

独立受圧板 100 枚 24,400 2,440,000

植生基材吹付工
　人工基材 3㎝

238 m2 1,300 309,400

のり面保護網工
　のり面保護網B

238 m2 900 214,200

集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工
　削孔90㎜　ﾚｷ質土

189 m -11,000 -2,079,000 №5廃止のため

集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工
　VPφ 40㎜

189 m -570 -107,730 №5廃止のため

計 3,900,950

諸経費 35.6% 1,388,738

消費税 5.0% 264,484

合計 5,554,173

項目 数量 単位 単価 金額 摘要

植生基材吹付工
　人工基材 3㎝

1,096 m
2 1,300 1,424,800

のり面保護網工
　のり面保護網B

1,096 m2 900 986,400

アンカー工
　グランドアンカー

143 本 363,400 51,966,200

受圧板工
　PCフレーム

143 枚 160,000 22,880,000

切土補強土工
　D22　L=3.5m

232 本 14,200 3,294,400

受圧板工
　グリーンパネル

232 枚 25,000 5,800,000

計 86,351,800

諸経費 35.6% 30,741,241

消費税 5.0% 5,854,652

合計 122,947,693

用地境界 

◆道東自動車道 占冠ＩＣ～トマムＩＣ間クテクンナイ地区の現況 

のり面の対策工についての当初計画 
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当初計画 ：３段の切土のり面をグランドアンカー等の対策工により安定させる計画 

・クテクンナイ地区の切土部は、基盤岩が主に泥岩で構成され、その上位を段丘堆積物が覆っている 
・ボーリングデータや切土施工中の坑内傾斜計データ等から、深度１４ｍ付近に分布する破砕帯や 
 粘土化した凝灰岩層で累積変位が大きくなっていることから、大規模なのり面安定対策が必要 

当初計画横断図 

  ３段の切土のり面をグランドアンカー（Ｌ＝２２ｍ、８０８本）やロックボルト（Ｌ＝３ｍ、９９５本）等の対策工により安定させ
る計画とした。 
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のり面対策工の縮小についての検討 

コスト縮減を図るため、のり面対策工の縮小について検討 

切土端部については、用地外の土地の形状を変更することによりのり面を緩くすることを検討 

・ 地権者の同意を得るために協議が必要（当該区間の用地の買収も単価差不満等により困難を極めていた） 

用地外の土地の形状を変更する場合の課題 

用地外の土地を削ることにより、のり面勾配が緩くなり、対策工を縮小することができる 

STA768+00～ 768+60切 土の り面対 策工 工法 比 較検 討

工 法 案1　グランドアン カーおよ びロックボル ト+受圧 板 案2　排土 工＋ ロ ックボル ト＋ 独立 受 圧板

概要 図

工法 概要
　当初 計 画形 状が 可能 なよ うに、本 線切 土の り面 をグラン ドアンカー及 び切土 補強 土 工と受 圧板 を使 い押 さ
え る工 法である 。

の り面 の安 定を 確保 できる よう 、本 線切 土の り面 の すべ り土塊 を除 去しの り面 勾配 を緩 和する 工法 である。
（のり面 勾配 　1:1.2　→ 　1:2.3に変 更）

メリット
・用 地内 での 対策 が可 能 である 。
・当 初計 画断 面 で施工 が 可能 である 。

・経済 性 に優 れて いる 。
・工事 時 間の 短縮 が出 来 る。
・土工 事 のみ ので ある ため、施工 性が 良 く、直 ちに施工 が 可能 である。

デメ リット
・工 程的 に時 間 が掛 かり、工 費も経 済性 に劣 る。 ・用地 外 施工 があるた め、地 権 者の 了承 が必 要 である 。

・道路 掘 削が 増え るの で、残 土 処理 が発 生する 。

概 算工 事費

評 価
△

（当 初計 画形 状 通り施工 出来 るが 、経済 性に劣る ）
○

（経 済性 に優 れ 、工 事期 間の 短 縮が 図れ る）

用地外施工箇

所

項目 数量 単位 単価 金額 摘要

道路掘削
　土砂

3,344 m3 420 1,404,480

道路掘削
　土砂（表土）

126 m3 690 86,940

種散布工
　種散布工

1,737 m2 180 312,660

切土補強土工
　D19　(L=3.5m) 100 本 13,200 1,320,000

独立受圧板 100 枚 24,400 2,440,000

植生基材吹付工
　人工基材 3㎝

238 m2 1,300 309,400

のり面保護網工
　のり面保護網B

238 m2 900 214,200

集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工
　削孔90㎜　ﾚｷ質土

189 m -11,000 -2,079,000 №5廃止のため

集排水ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ工
　VPφ 40㎜

189 m -570 -107,730 №5廃止のため

計 3,900,950

諸経費 35.6% 1,388,738

消費税 5.0% 264,484

合計 5,554,173

項目 数量 単位 単価 金額 摘要

植生基材吹付工
　人工基材 3㎝

1,096 m
2 1,300 1,424,800

のり面保護網工
　のり面保護網B

1,096 m2 900 986,400

アンカー工
　グランドアンカー

143 本 363,400 51,966,200

受圧板工
　PCフレーム

143 枚 160,000 22,880,000

切土補強土工
　D22　L=3.5m

232 本 14,200 3,294,400

受圧板工
　グリーンパネル

232 枚 25,000 5,800,000

計 86,351,800

諸経費 35.6% 30,741,241

消費税 5.0% 5,854,652

合計 122,947,693

用地境界 

土地形状 

の変更 

対策工の減少 勾配1：1.5→1：2.3 

のり面を緩く 

変更横断図 

・現地踏査の結果、当該地区の切土端部については、用地外の地形形状が谷地形になっており、 
 大きな切土の増加を伴わずのり面を緩くすることが可能ではないかと検討 
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（補足）当該箇所の切土について 

A 

A’ 

B 

B’ 

A－A’断面 
B－B’断面 

勾配1：1.5 

勾配1：2.3 

勾配1：2.3 

勾配1：1.5 

B－B’断面では 

勾配変更により、 

切土の増加が大きい 

谷地形 

谷地形 



用地外の土地の改変する場合の課題に対する取組み 
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当初協議では、事業反対や単価差不満など用地買収ですら困難な状況であった
が、追加買収の協議では、高速会社の粘り強い交渉により、用地の追加買収を
することなく形状変更が可能になった。 

協議の結果、地権者の同意を得る 

【取組内容】地権者の了解を得るために協議を実施 

用地の追加買収をすることなく、のり面を緩くし、 

対策工の範囲を縮小したことによる費用の縮減 

日  時 内   容 協議先 

H18.9.15 占冠西地区協議完了（設計協議確認書の日付） 地権者 

H18.9.15 当初用地買収 地権者 

H20.8.4 地すべり対策用地買収交渉（買収に応じず） 地権者 

H20.8.8 地すべり対策用地買収再交渉（買収に応じず） 地権者 

H20.8.13 地すべり対策地形形状変更交渉（了承） 地権者 

H20.8.20 地すべり対策地形形状変更交渉（詳細打合せ） 地権者 

H20.8.22 地すべり対策地形形状変更に関する確認書取り交わし 地権者 

※更に将来のグランドアンカー等の維持管理の軽減も図られた 



運用指針第２条第１項第１号イに適合 

地元との協議により、用地の追加買収を行うことなく、のり面を緩くし対策工の範囲を縮小し

たことは、会社の主体的な提案及び協議によるものである。 

用地の追加買収を行うことなく、のり面を緩くし、 

対策工の範囲を縮小したことによる費用の縮減 

助成金交付における経営努力要件適合性の認定に関する運用指針（抜粋） 

第二条 経営努力要件適合性の認定基準 
 機構は、助成金交付申請をした高速道路会社の主体的かつ積極的な努力による次の各号に掲げる費用の縮減（適正な 

質や管理水準を確保したものに限る。）について、経営努力要件適合性の認定を行うものとする。 

① 次に揚げるいずれかにより、道路の計画、設計又は施工方法を変更したことによる費用の縮減。 

イ．地権者、関係機関などへの提案及び協議 
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経営努力要件適合性について 

≪申請された会社の経営努力≫ 


